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6)口 底部に生 じた脂肪腫の1例
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脂肪腫は,成 熟 した脂肪組織の増殖からなる非

上皮性良性腫瘍で,全 脂肪腫の0.7%～2.2%が 口

腔内脂肪腫である。今回我々は,2度 の レーザー

処置により急激な増大傾向を示 したと思われる比

較的大きな脂肪腫の1例 を経験 したのでその概要

を報告 した。患者 は61歳 女性。左側 口底部 の腫

脹 を主訴に平成21年3月9日,当 科初診 となった。

当院受診前かか りつけ歯科医にて2度 のレーザー

による処置 を受けるも,腫 脹が消失 しなかったた

め当科での精査勧められ紹介により来院となった。

左側口底部に,直 径20×20mm,弾 性軟,健 康粘

膜色の腫瘤を認めた。臨床所見からはガマ腫が最

も疑われたが,両 側舌下小丘からの唾液流出は良

好であり,波 動も触れない ことより腫瘍の可能性

も考慮 し,治 療計画 を立てた。エックス線写真で

は異常所見は認めなかった。平成2l年3月19日,

ガマ腫および口底部腫瘍の臨床診断の下,腫 瘍摘

出術を施行 した。摘出物は直径30×33mm,黄 色,

類円形,弾 性軟の充実性腫瘤で,全 体が薄い被膜

で包まれていた。周囲との境界は明瞭で,割 面は

正常脂肪組織と同様の黄色 を呈 していた。病理組

織学的診断の結果,単 純性脂肪腫と診断された。

処置後1ヶ 月が経過 し,再 発等はなく経過良好で

あった為,平 成2l年4月23日 終診 となった。脂

肪腫の口腔内での発生頻度は,0.7%～2.2%で あり,

そのうち頬粘膜に約半数が発生 し,12.5%が 口底

部に発生す る。また,20mm以 下が約半数を占め,



30mm以 上の口腔内脂肪腫はわずかl9.1%で ある。

以上 より本症例は脂肪腫の中で も極めてまれであ

るといえる。

まとめ1.本 症例は口底部に発生 した比較的大

きな脂肪腫の症例である。

まとめ2.脂 肪腫が大 きく成長 した原因として,

2回 にわたるレーザー照射 により細胞増殖活性が

高 まった可能性が考えられる。


